
 
公共交通機関をご利用ください。 

 

※ハーバーホールには駐車場はございません。 

お車でお越しの際は、周辺の駐車場をご利用下さい。 

 

最寄駅 

◆JR 神戸駅 徒歩 5 分 

 ◆神戸市営地下鉄 ハーバーランド駅 徒歩 5 分 

 ◆神戸高速鉄道 高速神戸駅 徒歩 8 分      アクセス QR ｺｰﾄﾞ 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

   

   

    

令和 8 年 11 月 19 日(木) 13 時 30 分～16 時 00 分 
                      ※受付開始 13 時～ 

神戸市産業振興センター3 階 ハーバーホール 入場無料 

神戸市中央区東川崎町 1丁目 8番 4号   

ＮＰＯ法人 兵庫県就労支援事業者機構 シンポジウム担当 

神戸市中央区二宮町 4-7-6 NSビル 3階 301号 

TEL&FAX：０７８-８５５-６２５２  

E-mail：info@hyogo-syurou.com 

ＦＡＸ又は E-mail にて上記の「申込先」にお申し込みください。 

申込締切日：令和 8年 11 月 6日(金) 先着１５０名様迄 

・ＦＡＸの場合  裏面の下欄に必要事項を記入の上、送信ください。 

・ E-mail の場合 ①氏名（ふりがな）、②連絡先、③所属・団体名を明

記の上、送信ください。 

日  時 

場  所 

主催：兵庫県・神戸保護観察所 

申 込 先 

問 合 先 

「無職で保護観察を終了した場合の再犯率は有職者の約３倍」「刑務所再入所者の約７割が再

犯時に無職」というデータがあります。 

犯罪や非行をした人が立ち直り、社会の一員として再び健全に歩んでいくには、就労による

安定した生活基盤の確保が非常に重要です。こうした再出発を地域で支えることが、「誰も取り

残さない兵庫」の実現にもつながります。 

安定した生活基盤の確保には、本人の働く意欲や続ける努力に加えて、周囲の寄り添いと支

え、見守りが欠かせません。本シンポジウムでは、協力雇用主や保護司の方々を交えながら、

更生保護を地域において「あたりまえ」のものとして広げていくために、地域で暮らす人々や

活動する企業・団体がそれぞれの立場でできることについて皆様とともに考えます。 

更生保護就労支援に関わる方をはじめ、多くの方々のご参加をお待ちしております。 

 

更生保護就労支援シンポジウム 

mailto:info@hyogo-syurou.com


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
     
      申込先ＦＡＸ番号：(078)855-6252 

参 加 申 込 書 

企業名・団体名  

連絡先 

（〒   -    ） 

 

電 話  

ふりがな 

氏  名 

ふりがな 
携
帯
等 

連
絡
先 

 

  

ふりがな 
携
帯
等 

連
絡
先 

 

 

パネルディスカッション 

 

13時 40分～ 基調講演 

コーディネーター 

13時 30分 

講演テーマ 

正岡 康子 尼崎市保護司会 会長  

 神戸市内の中・高一貫校における英語教諭の傍ら、平成６年から尼崎市所属の保

護司として保護観察対象者の更生に尽力され、現在は標記会長のほか、兵庫県保護

司会連合会副会長、神戸学而園湊川寮評議員を務められています。 

 

開  会 

閉 会 

講 師 

西方 敏洋 株式会社ウエスト神戸 代表取締役社長 

大手チェーン店に在籍しその後独立して、飲食店を多店舗経営し従業員には店長 

そして独立を目指させることでモチベーションを高め、マネジメント能力を向上さ

せる一方、協力雇用主として多数の更生保護対象者の支援を行っておられます。 

兵庫県マスコットはばタン 川口 義孝 宝塚市協力雇用主会 会長  

株式会社 売布建設 代表取締役であり、宝塚市所属保護司として、また協力雇用

主会会長として、更生保護対象者への支援を行っておられます。 

更生ペンギンのホゴちゃん ・ アシカ親方 

藤山 髙広 更生保護法人 神戸学而園 湊川寮 施設長 パネリスト 

藤山 髙広 更生保護法人 神戸学而園 湊川寮 施設長  

昭和 52年大阪拘置所看守に採用後、近畿管内の矯正施設を中心に、高松、広島、

富山、名古屋、松江、大分の刑務所（７施設）、拘置所（６施設）で勤務し、平成

30年 3月、神戸刑務所分類教育部長で定年退職、同年 4月から再任用により神戸拘

置所、大阪拘置所尼崎拘置支所で勤務後、令和 3年から同 4年まで近畿地方更生保

護委員会において保護観察官として勤務し、令和 6年 1月、神戸学而園湊川寮施設

長に就任し現在に至る。 

 

                                      

                                      

 

 

「更生保護法人 神戸学而園 更生保護施設 湊川寮の現状等について」 

質疑応答 

※記入いただいた個人情報は、本シンポジウムに関する業務以外には使用いたしません。 

 

上埜 久 神戸保護観察所 次長 

14時 30分～ 


